
校訓 よく学び 心豊かに たくましく 令和２年６月１９日

有明小学校だより「えがお」 文 責
森下

☆須子ロード・クリーンボランティ ☆つわの花の皆さん(代表宮﨑正子
ア（代表濱﨑誠様）のボランティア活 様）や有明主任児童委員入部一代様や
動に本校の須子地区の児童が参加させ 弘済会天草支部様また須子の荒木様か
て頂いております。今回、国土交通大 ら子ども達や職員へのマスクが届けら
臣赤羽一嘉様からの感謝状を授与され れ皆で喜んでいます。お手紙には、「心
たとのこと。朝の登校の待ち時間に１ を込めて作りました
年生も一緒に花の苗植えをしている写 」「有明っ子が健やかにと祈って」と
真をくださいましたので紹介します。 心温まる文面や伝言がありました。心

より感謝申し上げます。大事に使わせ
て頂いております。

☆子ども達が地域でお役に立つ経験は
とても貴重です。また地域の伝統芸能 ☆昨年度の写真ですが・・こんな風に子
（祭りや太鼓等）にも大いに参加して有 どもの歓声と笑顔が見られるのが楽しみ
明町「我がふるさと」を愛し、守っていく です。今年はプールの密を防ぐため単学
人になってもらいたいです！ 年(指導者２人）で授業をします。

「６月は、心の絆を深める月間」で、 ６年生の道徳の授業「たった一つのい
１５日から２週間人権旬間です。私は のち」で「悩んでいても前向きになれば
先日校内放送で、「挨拶は、相手と目 生きられる、仲間がいれば乗り越えられ
を合わせて心を開いてしましょう。そ る」「私も笑顔で楽しく生きていこう」「相
のためには進んで、立ち止まって、おじ 手への感謝の心はすぐに言葉で伝えよ
ぎして、大きな高い声でそして笑顔でで う」という感想がありました。６年生が
きるといい」と話しました。笑顔のあ 命を大切にする心を育むためにこれか
いさつが飛び交う有明小にしたいです。 らどんな行動をとるか楽しみです。


